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申込締切：5月30日（木） 

 
 広島大学「地方協奏による挑戦する若手人材の養成計画」 

永井 元 氏 
（サントリーグローバル
イノベーションセンター
株式会社 研究部 部長） 

 

文部科学省ポストドクター・キャリア開発事業 

講 師 

本セミナーは、５研究科共同
セミナーの単位となります 

広島大学若手研究人材養成センター 

大学院生・ポスドクの
ための 

グローバルイノベーションセンター

株式会社 
 

【本社所在地】 東京都港区台場2－3－3 

【資    本   金】  1億円 

【事 業 内 容】   サントリーグループ全体の価値向上、 

                         事業成長のための研究・技術開発 



企 業 人 材 セ ミ ナ ー  今 後 の 予 定 

日  時 講  師 場  所 

第43回 
6月14日(金) 

14：30～ 
(株)ニチレイフーズ  
研究開発部 部長 

小泉  雄史氏 
生物圏科学研究科 
C ３ １ ４ 講 義 室 

第44回 
 6月27日（木） 

14:30～ 
日本ハム(株) 中央研究所  
主任研究員 

藤村  達也氏 
生物圏科学研究科 
C ３ １ ４ 講 義 室 

第45回 
7月19日（金） 

14:30～ 
(株)サタケ 取締役  
技術本部 副本部長 

松島  秀昭氏 
工 学 研 究 科 
C ０ 棟 大 会 議 室 

 
 
 食品業界においても、必要とされる技術の多様化が進み、従来からコア技術とされてきた
微生物、分子生物学、分析化学などに加え、さまざまな技術領域を複合させて活用させる必
要が生じてきている。食品の中味設計、いわゆる味作りにおいても例外ではない。舌におけ
る味覚の受容体の検知メカニズムから、それがどうやって脳で統合・判断されて、最終的に
「おいしい」と感じ、その商品をもう一度買ってくれるか・・・いくつかの要素技術を柔軟に組み
合わせて活用するスキルが要求される。大学での研究は、専門性という言葉によってある領
域を深く追求することを求められるが、企業ではそれを軸足にしてプロジェクティブに協働で
きる柔軟な考えと発想、そしてチームワークが重要である。 
 本講演では、目的指向型の企業の研究体制に触れ、また今の時代には不可欠な研究の
グローバル体制に必要な人物像についても言及したい。 

講演概要 

 
講師プロフィール 

 

1988年   東京工業大学大学院総合理工学研究科生命化学専攻修了 

        

1988年   サントリー株式会社基礎研究所研究員 

1997年   サントリー株式会社商品開発研究所主任研究員 

2003年   セレボスパシフィックリミテッド副社長(R＆D担当)出向 

2008年   サントリーホールディングス株式会社R&D企画部部長 

2011年   サントリービジネスエキスパート株式会社  価値フロンティアセンター部長  

2013年   サントリーグローバルイノベーションセンター株式会社 研究部部長  
                                                                                               
               （現在に至る）  


